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原子核
物理学

原子核：量子論的多体系

電荷 質量 (MeV)     スピン
陽子 +e         938.256             ½+
中性子 0           939.550             ½+

基本構成要素:

(note)  n   p + e- + ν (10.4 min)

原子核の基本的な性質

1 fm = 10-13 cm



１８９６ 放射線の発見（ベクレル）
１８９８ ラジウムの分離に成功（キュリー夫妻）
１９００年代初頭 β線は高速の電子

電子はどこから？

当時の人は原子核が陽子と電子から
できていると考えていた

１９１９ 初めての原子核反応（ラザフォード）
14N + α  17O + p

～１９２５ 量子力学
～１９２９ 14N のスピン（整数）、統計（ボソン）

陽子＋電子からは説明できない
（１４個の陽子＋７個の電子）

電子を閉じ込めるためには 50 MeV くらいの引力
が必要：電磁力では説明不可能

１９３２ 中性子の発見（チャドウィック） 陽子＋中性子の確立

（ただし、当初は中性子＝陽子＋電子だと思われていた）



電荷分布 高エネルギー電子散乱

ボルン近似:

(密度のフーリエ変換)

形状因子（form factor）

e-



フェルミ分布

(fm-3)
(fm)

(fm)

原子核の
飽和性



運動量分布

フェルミ・ガス近似

kx

ky

kz

(fm-1)

フェルミ・エネルギー: (MeV)

(note: スピン・アイソスピンに
関する縮退度)

k
F


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

